
学生支援の現場から

62大学と学生　2009.7

◆
宮
城
工
業
高
等
専
門
学
校

　
「
学
生
の
社
会
力
」
を
育
成
す
る
学
生
支
援

宮
城
高
専
は
、
一
〇
〇
万
都
市
仙
台
に
隣
接
す
る
緑
豊
か
な
名
取

市
の
田
園
地
帯
（
野
田
山
）
に
展
開
し
て
い
る
（
図
１
）。
地
域
と

と
も
に
歩
む
本
校

の
立
地
名
を
冠
し

た
「
学
生
の
社
会

力
を
育
成
す
る
野

田
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
―
地
域
に
開
か

れ
た
総
合
的
な
学

生
支
援
シ
ス
テ
ム

―
」
注
）
は
、
幅

広
い
年
齢
層
の
学

生
の
発
達
度
を
踏

ま
え
た
適
切
な
学

生
支
援
に
よ
り
社

会
力
の
あ
る
学
生

を
育
成
し
、
地
域

社
会
へ
も
貢
献
し
う
る

技
術
者
の
タ
マ
ゴ
と
し

て
社
会
に
送
り
出
す
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

全
体
の
構
成
は
図
２
に

示
す
と
お
り
で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
並
列
的
に
進

行
す
る
。
現
在
ま
で
着

実
に
実
績
を
積
み
上
げ

て
き
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ

の
内
容
に
つ
い
て
以
下

に
概
要
を
述
べ
る
。

１
．�

自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

①�

ノ
ダ
サ
ー
ブ　

在
校
生
、
卒
業
生
、
入
学
希
望
者
等
と
学
校
と

の
間
の
双
方
向
の
や
り
取
り
が
可
能
な
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
通
常
お
よ
び
緊
急
時
の
連
絡
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発

信
、
学
生
お
よ
び
地
域
社
会
か
ら
の
要
望
の
集
約
な
ど
を
行
う

（
図
３
）。

②��
学
習
サ
ロ
ン　

低
学
年
の
学
習
不
振
者
向
け
の
学
習
支
援
で
あ

学
生
支
援
の
現
場
か
ら

図１　野田山に位置する宮城高専　隣は県立がんセンター

図２　野田山プロジェクトの構成
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り
、
専
攻
科
ま
た
は
準

学
士
課
程
上
級
生
を
中

心
と
し
た
学
習
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（
教
員
か
ら
の

推
薦
を
中
心
に
選
出
）

に
よ
り
行
う
。

２
．�

教
育
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

①�

わ
く
わ
く
体
験
教
室　

本
校
教
職
員
が
行
っ
て

い
る
小
・
中
学
生
を
対

象
と
す
る
「
わ
く
わ
く

体
験
教
室
」
へ
の
参
加

を
通
じ
て
、
学
生
の
教
育
実
践
へ
の
関
心
を
高
め
つ
つ
社
会
貢

献
の
意
識
向
上
を
図
る
。

②�

リ
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー　

移
動
科
学
実
験
車
の
出
前
に
よ
る
小
・
中

学
生
向
け
理
科
学
習
支
援
に
学
生
が
参
加
す
る
。
①
と
同
様
の

効
果
が
期
待
で
き
る
。

３
．
地
域
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム

①�

名
取
市
お
よ
び
宮
城
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携　

本
校
は

名
取
市
の
指
定
避
難
所
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
県
立
が
ん
セ
ン
タ

ー
が
本
校
西
隣
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
相
互
に
協
力
し
合
い

な
が
ら
避
難
訓
練
等
の
防
災
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
の
涵
養
を
図
る
。
ま
た
名
取
市
と
の
連
携
に
よ

る
緑
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
校
北
側
斜
面
に
二
〇
〇
ｍ
に

及
ぶ
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
植
え
付
け
を
行
う
。

②�

ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
局
の
開
設　

本
校
の
教
育
活
動
を
地
域
に
積
極
的
に

発
信
す
る
。
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
と
と
も
に
防
災
時
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
確
保
の
一
役
を
担
う
。

平
成
二
〇
年
度
に
は
こ
れ
ら
全
て
の
取
組
を
実
施
し
た
が
、
そ
の

過
程
で
学
生
の
人
間
力
、
社
会
力
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
と
実
感

し
て
い
る
。
こ
の
三
月
に
は
、
学
外
か
ら
パ
ネ
リ
ス
ト
を
招
き
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
全
体
的
な
点
検
・
評
価
を
行
っ
た
。
今

後
こ
れ
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
学
生
支
援
の
あ
り
方
を
検
討

し
、
一
層
充
実
し
た
内
容
と
し
つ
つ
継
続
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

注
）�
文
部
科
学
省　
「
新
た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
選
定
取
組
（
平
成
一
九
～
二
〇
年
度
）　

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

者 
飯
田�
清
志

図３　ノダサーブ概念図




